別記様式（第４条関係）

会　　議　　録
	会議の名称　　　　　
	平成28年度第２回宍粟市地域包括支援センター運営協議会

	開催日時
	平成28年12月20日（火）　13：30～15：15

	開催場所
	宍粟市役所北庁舎4階　401会議室

	議長（委員長・会長）

氏名
	垣尾会長

	委員

氏名
	（出席者）

舩曳委員、伊藤委員、千本委員、栗林委員、高田委員、福原委員、森元委員、橋本委員、堀田委員、高田委員、縣委員、西川委員、
大路委員、河野委員
	（欠席者）

春名委員、上月委員

	事務局

氏名
	健康福祉部大島部長、波賀保健福祉課田中課長、
千種保健福祉課田村課長、介護支援課谷林課長、藤井副課長、
包括支援係木村係長、坂口主任保健師、一宮保健福祉課栗山主任保健師、取越認知症地域支援推進員、中川生活支援コーディネーター

	傍聴人数
	０人

	会議の公開・非公開の区分及び非公開の理由
	公開・非公開
	（非公開の理由）



	決定事項
	（議題及び決定事項）

・会議録は実名公表せずに公開することとする
宍粟市地域包括支援センター運営協議会設置要綱

・第４条　委員の任期３年へ変更　委員委嘱状の交付
・第５条　会長及び副会長の選出
会長　垣尾委員　　副会長　舩曳委員


	会議経過
	別紙のとおり

	会議資料等
	別紙のとおり

	議事録の確認

（記名押印）
	（委員長等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（会議の経過）

	発言者
	課題・発言内容

	事務局
委員
委員
委員
委員
委員
委員
委員
委員
委員
事務局
委員
事務局
委員
事務局
委員
委員
委員
委員
委員
委員

	１．開会
２．あいさつ
３．委員委嘱
４．会長・副会長選出
５．協議事項
(１)地域包括支援センターの設置・運営について
(２)地域包括ケアシステムについて
(３)平成28年度事業実績
　①認知症施策
　②いきいき百歳体操
北部にもいきいき百歳体操が広がってきた。近所で誘い合わせて参加している。体操そのものも楽しみだと思うが、後のお茶飲みも楽しみにしている方が多い。
地域のサロンの時間に合わせてしているところもある。友達同士で誘い合い輪を広げている。
認知症サポーター養成講座も広がっている。講師側としてもやりがいを感じているが、認知症についての地域の方の理解はまだ十分ではないので今後も引き続き普及啓発していきたい。
いきいき百歳体操は効果があるからがんばろうと声かけしている。力になれることがあれば協力したい。
自治会内で開催されているが、家族にどのように声かけし、参加を呼びかけていけばいいのかが分からずにいる。
職務上で認知症についての相談を受けることもある。認知症サポーター養成講座にも講師側として参加した。
いきいき百歳体操に参加する本人やご近所の方が、とても楽しそうでいきいきしているので、家族としても喜んで声かけしていくべきだと思っている。
地域で認知症の方がいきいきと暮らしていくためには予防が大事だと感じる。悪化防止のために支援を続けていきたい。
デイサービスが必要だが利用につながらない方には、いきいき百歳体操を勧めている。そこに同行している。そうすれば本人が地域でどのように関わっているのか、人間関係や地域の様子を知ることができる。
もの忘れ外来に付き添いで行ったとき、前回の受診から進行していないと言われてうれしかった。
本人が得意なものに夢中になり、優越感が生まれたことがよかったと感じている。自分自身も今後いきいき百歳体操に参加したい。
サービスを利用して、介護をしながらも仕事を続けていくことができた。
体を動かすこともそうだが、人と話すこともリハビリになる。人との関わりがとても大事だと感じる。家族にもデイサービスの利用やいきいき百歳体操を勧めている。
先月、薬剤師会で認知症サポーター養成講座を行った。多数参加があり、受講後はスタッフの意識が変わった。事業所だけでなく地域住民への認識をもっと深めてほしい。
(４)介護予防・日常生活支援総合事業について
地域で気になる人の訪問について、行政側に伝えても、認定を受けていないし該当していないし訪問できないと言われた。
まずは本人。本人が無理なら家族や親族へ調整する。強制的には無理だが、継続した関わりで支援していく。総合事業では支援１、２に関係なく、必要な方には必要な支援を提供していく。
口を動かすことが大事。食べるだけではなく話すこともトレーニングになる。
デイサービスや外に出られない人(特に男性)に対してのフォローは？
いきいき百歳体操のような男性が活動、参加できる場を今後増やしていきたい。口腔体操の導入も今年度開始できるよう準備している。
認定を受けていない方や受けていてもサービス利用につながらない方、家族も参加して話ができる場として、オレンジカフェ(認知症カフェ)を今後増やしていきたい。
総合事業では地域の元気な方を支える側に巻き込んでいく。単に、利用料が安くなり敷居が低くなったということではなく、地域の人材を掘り起こすという意味があると考える。
デイサービス利用者の２割は男性。男性をどのよう引き出せるかを日々考えている。
総合事業への移行の戸惑いもあるが、内部はもちろん支店や女性会なども活用していきたい。
総合事業に移行しても、変わらず自宅で自立した生活を続けられるような支援をしていきたい。枠が柔軟になった分できることが増えるのではと思っている。
自分の家族も地域に支えられて暮らしていることを実感している。
男性の利用割合が多い。仕事という感覚で来られている。ターゲットをしぼり専用スペースをつくり何かできないかと模索中で、もっと総合事業について把握した上で、地域の声も取り入れながら進めていきたい。
まだ総合事業の全体像が見えていない。来年４月以降に向け利用者に説明が必要だが、自分自身がまだ理解ができていないため、情報収集が必要だと感じている。
デイサービスへ行くまでに、訪問リハビリやヘルパーさんに来てもらうことから始め、本人の心が和らぎ次の段階へ進むこともある。

６．その他、連絡事項
７．閉会
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